




分娩時における胎児の異常を診断し,さらに適切な処置や治療を行い,それによって胎児死

亡を防ぎ,新生児仮死の発生を予防し,新生児の罹病を減少させ,ひいてはその後の神経性

異常の発生を予防することは，分娩時胎児管理の大目標であり,本研究班においても,諸外

国における分娩時胎児管理の現況を調査し,本邦における成績を加えて,一般に施行される

べき最適の分娩時胎児管理法を検討完成し,また,本研究班の各研究者によって最も進歩し

た先端的な研究を進行させて,さらに胎児管理法の進展を期することを目標としている。こ

こでは第 1の目的について述べることとする。 


